委員会会議概要
	会議の名称
	第１回座間市誘致病院選考委員会

	開催日時
	平成２５年７月２３日（火曜）午後６時から午後８時３０分まで

	開催場所
	ハーモニーホール座間中会議室

	出席者
	遠藤市長、小俣副市長

委員：齋藤佐知子（委員長）、清水至、石上登喜男（副委員長）、飯田政弘、渋谷明隆

	事　務　局
	健康部　医療課

	公開の可否
	 □公開　□一部公開　■非公開　
	傍聴人数　
	０人

	非公開・一

部公開とし

た理由
	協働まちづくり条例第１２条第１項第２号
 

	議題
	１.評価検討結果報告書に至るまでの経緯
２．病院事業者の第１位から第４位までの確定について

３．本市としての病院事業者及び次点の確定について

	資料の名称
	座間市誘致病院選考委員会委員名簿、座間市公募に係る病院事業者評価検討結果報告書、座間市誘致病院選考委員会の進め方、座間市誘致病院選考委員会規則、４事業者のプレゼン要旨及びヒアリング要旨


	会議の内容

（会議次第及び

発言要旨等）


	１．開会（委嘱）
【事務局】

市長より委嘱状の交付をさせていただく。

なお、渋谷先生については、遅れて出席いただくことを報告する。
　～　委嘱状の交付　齋藤佐知子氏　→　清水至氏　→　石上登喜男氏　→　飯田政弘氏　→　渋谷明隆氏　～

【事務局】

委員の任期は、座間市誘致病院選考委員会規則第３条第２項に基づき、諮問した事項に係る病院事業者の審査及び選考を終了するまでとなる。
　～　委員自己紹介　齋藤佐知子氏　→　清水至氏　→　石上登喜男氏　→　飯田政弘氏　→　渋谷明隆氏　～

　～　事務局紹介　～

【事務局】

座間市誘致病院選考委員会規則第４条第１項に基づき、委員会に委員長１人及び副委員長１人を置き、委員の互選により定めることとなっているがご意見は。

【Ａ委員】
事務局にお任せしたい。
【事務局】

事務局一任でよろしいか。
【各委員】

　異議なし

【事務局】

委員長は齋藤氏に、副委員長は石上氏に務めていただくことでいかがか。
【各委員】

　異議なし

【事務局】

委員長を齋藤氏、副委員長を石上氏に決定させていただく。
　～　委員長挨拶　～

　～　副委員長挨拶　～

２．諮問
【事務局】

遠藤市長より委員長へ諮問をさせていただく。
【遠藤市長】
　～　諮問書に基づき諮問　～

３．市長挨拶
【遠藤市長】
キャンプ座間一部返還予定地に誘致する病院の公募を行ったところ、４事業者から応募があった。この４者について、庁内職員で構成された「座間市公募に係る病院事業者評価検討委員会」で評価、検討を行った。皆様にもアドバイザーとして参加していただいたが、その結果報告書を踏まえて、座間市民が望む誘致病院の選考をお願いしたい。
～　退席　～

４．議事
【事務局】

座間市誘致病院選考委員会規則第５条第１項に基づき、議長を委員長にお願いする。
【委員長】

規則に基づき、議長を務める。
座間市誘致病院選考委員会規則第５条第２項に基づき、委員の過半数の出席により、本日の選考委員会は成立し、ただ今から第１回座間市誘致病院選考委員会を開催する。
議事に入る前に、本委員会については、協働まちづくり条例第１２条第１項により公開することとなっているが、同項第２号により、会議の内容に情報公開条例第７条の非公開情報が含まれる場合は、公開しないこととされている。さらに、協働まちづくり条例施行規則第８条に、公開・非公開の決定は、審議会等の長が当該審議会等に諮って決定することとされており、本日の会議の公開・非公開についてお諮りしたい。
本日の会議の内容には、事業者の内部情報が含まれていること、また、審議・検討段階の意思形成過程の情報であること、さらには専門的な意見、率直な意思交換をしていただくため、本会議は非公開にしたいと考えるがいかがか。
【全委員】

異議なし
【委員長】

本会議は非公開とする。

議題（１）「評価検討結果報告書に至るまでの経緯」について、評価検討委員会委員長の小俣副市長より報告を。

【小俣副市長】

～　座間市公募に係る評価検討委員会結果報告書に基づき報告　～
～　小俣副市長退席　～
【委員長】

この件について、ご意見、ご質問は。
【Ａ委員】
市として重要な部分について。例えば整備時期は、決められた時期よりも早い方がよいのか、優先順位が高いのか。医療であれば、何を優先し、高い評価としているのか。財政面については基本的に５０億から７０億くらいの設備に投資して、経営が成り立つかどうかが重要である。いかに理念が素晴らしくても資金的なボリュームがないと運営できない。もう一点、儲けるだけの医療ではなく、地域医療への一助となるためには、不採算部門の運用も必要な側面があると思う。そういう意味では、社会医療法人が選ばれるのは妥当という気が個人的にはしている。
【Ｂ委員】

ＪＭＡは県央医療圏で二次救急、さらに三次救急の連携実績があり、地域医療に大きく貢献していることも評価できる。

【事務局】

二次救急が一つの大きな課題であるので、市外搬送率の改善、心筋梗塞、脳卒中等への対応と三次救急への対応力に加えて、地域医療連携の確保が重要と考えている。さらに経営基盤の安定性、医療従事者の確保はウェイトをおかなければならない。これらを中心に、総体的に点数をつけている。
【Ａ委員】
そのとおりであり、点数をつける必要性はよく理解している。

【事務局】

整備時期は、キャンプ座間一部返還地という特殊な事情があるが、平成２８年春の開業は最短スケジュールと考えているので、間に合うという提案であることを評価している。

【委員長】

他になければ、続いて議題（２）の「病院事業者の第１位から第４位までの確定について」結果報告書に基づく意見交換をお願いしたい。
【事務局】

資料の配布が本日であり、全ての意見をいただくのは無理ではないかと考える。現段階でご意見があれば。
【Ａ委員】
選考した事業者の提案書に対する座間市の病院として必要な要望は追加できるのか。
【事務局】

付帯意見をいただくことは非常によい方法でありお願いしたい。
【Ａ委員】
提案部分の不足の補正について、先に事業者に補正を求めてから選考してもよいのではないか。提案を受けた後であるがいかがか。

【事務局】

病院事業者を決定後に、付帯意見に基づき交渉したい。

【Ｂ委員】

付帯意見は付くと思うが、市、各委員を含め座間市にとって有益な病院とするためには、付帯意見は必要である。
【委員長】

次回の委員会で、付帯意見を答申書にどのように反映するか整理したい。
【事務局】

今後、市として特に要望したい部分について付帯意見として取りまとめたいが、財政面だけではないと考えている。
【Ａ委員】
あまり儲けが出てもそれはそれで疑わしく、自治体が関わって求める医療は少し違うと思う。
　～　Ｄ委員出席　事務局から改めて説明　～

【Ｄ委員】

１位の事業者が選定された後に、その病院事業者に対して、強化事項を追加要望することは可能であるか。
【事務局】

市外搬送率の抑制や、脳卒中、心筋梗塞等への対応が速やかに行なわれるのかなどについては、覚書、協定を締結し担保したい。
【Ｄ委員】

この順位は妥当だと思う。付帯意見としてお願いしなければならない部分もあろうかと思う。
【委員長】

議題（３）の「本市としての病院事業者及び次点の確定について」は、資料を読み込んでいただいた後に次回の委員会で議題としたい。
【各委員】

　～　了承　～

５．その他
【委員長】

その他について。
【事務局】

今後の日程は、８月１３日火曜日の午後２時より第２回選考委員会、８月１６日金曜日午前１０時より第３回選考委員会を開催し、第３回選考委員会までに、答申書の内容を検討いただきたい。
６．閉会
【委員長】
本日の議題はすべて終了したので委員会を終了する。
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